
明
日
の
神
戸
に
期
待
す
る

新
人
Ｚ
Ｏ
Ｏ
人

こ
の
哩
月
号
で
本
誌
も
２
０
０
号
を

迎
え
ま
し
た
。
神
戸
が
こ
れ
か
ら
国
際

文
化
都
市
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に
も

新
人
の
よ
り
一
層
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
訳
で
し
て
、
今
回
の
企
画
を
立
て
ま

し
た
。
こ
ん
な
新
人
が
頑
張
っ
て
い
る

と
い
う
方
々
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
中
で
２
０
０
人
は
写
真
紹
介
を
と

い
う
訳
で
す
。
文
化
部
門
か
ら
よ
ろ
し

く
。Ａ

ま
ず
は
音
楽
部
門
で
す
ね
。

Ｃ
具
体
的
に
名
前
を
あ
げ
て
い
き
ま

す
と
ね
、
ピ
ア
ノ
で
伊
藤
ル
ミ
、
小
沢

雅
世
、
北
野
完
一
、
田
原
冨
子
、
関
晴

子
、
布
野
敦
子
、
布
野
ゆ
き
子
、
山
内

鈴
子
。

Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
に
活
躍
し
て
る
し
、
今

後
に
期
待
で
き
る
顔
ぶ
れ
で
す
●
ね
。
．

Ｃ
声
楽
で
は
、
今
年
リ
サ
イ
タ
ル
を

☆
部
厚
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
新
人
群

「
神
戸
の
新
人
」
選
抜
専
門
家
チ
ー
ム
の
選
考
に
よ
る

一
●
月
利
神
戸
っ
子
２
６
－
０
号
嬢
鍾
舞
鶴
議
鱗
鍵
鍵
鱗
繊
鱗
鱗
騨

4９

開
い
た
井
上
和
世
と
小
村
亮
三
・

Ｂ
そ
れ
に
田
原
祥
一
郎
、
松
本
幸
三

が
い
ま
す
よ
。

Ｄ
こ
の
間
「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
で
主
役

の
ジ
ル
ダ
を
演
っ
た
坂
本
環
。
垂
水
に

住
ん
で
る
。
有
望
株
で
す
よ
。

Ａ
リ
コ
ー
ダ
ー
の
北
山
隆
も
注
目
す

べ
き
で
す
ね
。

Ｂ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
朝
比
奈
千
足
も

指
揮
を
や
り
始
め
て
進
境
著
し
い
ね
。

Ｄ
指
揮
と
い
え
ば
泉
庄
右
衛
門
が
い

る
。
そ
れ
に
も
う
ベ
テ
ラ
ン
か
も
し
れ

な
い
け
ど
テ
レ
マ
ン
の
延
原
武
春
。

Ａ
ク
ラ
シ
ッ
ク
系
ば
か
り
で
す
ね
。

Ｃ
そ
う
で
す
ね
…
…
新
井
満
は
？

Ｂ
今
や
タ
レ
ン
ト
だ
。
（
笑
）
だ
け

ど
彼
の
音
楽
性
は
評
価
す
べ
き
で
す
。

Ｅ
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
堀
郁
子
、
湯
井
一

葉
あ
た
り
は
？

Ａ
自
主
的
に
活
動
し
て
て
い
い
で
す

ね
。
で
も
そ
ろ
そ
ろ
後
進
の
育
成
に
心

が
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

Ｂ
そ
れ
か
ら
ハ
モ
ン
ド
の
小
田
イ
タ

ル
も
加
え
ま
し
ょ
う
。

Ｄ
そ
う
ね
、
彼
も
神
戸
で
の
活
躍
を

さ
ら
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

☆
地
元
の
企
画
の
合
同
公
演
も

ス
テ
ッ
プ
の
場
に

Ｅ
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
界
は
以
前
に
比
べ

る
と
格
段
の
進
歩
で
ね
、
層
も
厚
く
な

っ
た
し
質
も
向
上
し
て
い
ま
す
よ
。
特

に
目
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
岡
バ
レ
ー

団
の
加
藤
き
よ
子
、
河
崎
寿
美
子
。

Ｂ
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
ス
の
東
仲
一
矩

や
宮
田
隆
も
ユ
ニ
ー
ク
な
、
神
戸
な
ら

で
は
の
存
在
で
す
ね
。

Ｃ
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
ー
で
は
渡
バ
レ

ー
団
の
前
島
雅
子
。
そ
し
て
相
手
役
の

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
た
覚
心
浩
嗣
。

Ａ
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
ー
界
に
若
手
が

次
第
に
登
場
し
は
じ
め
た
み
た
い
。

鋳
議
鍵

鍵
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Ｅ
美
術
で
は
ど
う
で
す
か
。
や
っ
ぱ

り
文
学
同
様
感
覚
派
？

Ｃ
そ
う
ね
、
絵
画
は
小
説
同
様
に
最

し
た
。
『
海
馬
』
の
同
人
だ
っ
た
中
島

秋
男
。
戦
争
体
験
を
書
い
て
二
年
連
続

で
『
文
謹
』
賞
の
最
終
候
補
に
上
っ
て

い
ま
し
た
。

Ｄ
詩
人
は
神
戸
に
多
い
ね
。
土
壌
が

豊
か
な
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
い
ろ
ん
な
年
齢
層
に
い
る
。

Ａ
鈴
木
漠
。
も
う
新
人
と
は
い
え
な

い
か
な
。
柔
ら
か
い
言
葉
の
、
い
い
詩

で
す
ね
。
昨
年
は
詩
集
を
出
し
た
。
『
海
』

な
ど
で
一
緒
に
や
っ
て
い
る
藤
村
荘
。

ど
ち
ら
も
パ
ン
セ
の
あ
る
詩
風
だ
。

Ｂ
「
輪
の
会
」
の
直
原
弘
道
は
リ
ア

リ
ズ
ム
詩
だ
が
評
論
活
動
が
活
溌
。
赤

松
徳
治
は
ソ
ビ
エ
ト
文
学
の
翻
訳
。
最

近
、
ヴ
オ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ィ
を
訳
し
た
。

「
Ｇ
」
同
人
の
和
田
英
子
は
社
会
派
だ

が
後
進
の
面
倒
も
よ
く
み
て
い
る
ね
。

Ⅳ
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
を
と
っ
た
三
宅

武
は
「
赤
い
カ
ブ
ト
ム
シ
」
以
降
詩
集

を
出
し
て
い
な
い
が
、
『
第
三
紀
層
」

に
は
毎
号
率
表
し
て
い
｝
（
、
。
「
た
弓
ろ

す
」
の
山
本
美
代
子
、
最
近
散
文
体
の

詩
に
な
っ
て
き
た
。

Ｅ
俳
句
で
は
「
雲
母
」
の
友
岡
子
郷
、

「
渦
」
の
小
泉
八
重
子
、
「
天
狼
」
の
品

川
鈴
子
ら
の
活
躍
が
目
立
つ
。
十
五
’

二
十
年
の
句
歴
が
あ
る
。
友
岡
、
品
川

は
作
風
が
伝
統
的
。
小
泉
は
新
し
い
。

織
織
識
噸
鍛
蝿
獅
蝿
叫
・
・
噌
嬢
職

山
内
鈴
子
井
上
和
世

田
原
言
子
閏
晴
子
布
野
敦
子
布
野
ゆ
き
子

音楽

5０
１

Ｆ
日
本
舞
踊
で
も
同
様
で
、
花
柳
流

で
は
芳
圭
次
、
五
三
輔
、
五
三
豊
、
伊

三
郎
、
小
三
郎
、
伊
三
之
輔
。

Ｅ
女
性
で
は
花
柳
美
之
太
郎
、
藤
間

新
加
子
、
松
本
尚
蒔
。

Ｂ
若
柳
流
の
光
三
郎
や
吟
峯
も
「
売

り
出
し
中
」
で
す
ね
。

Ｄ
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
を
取
っ
た
藤
間

緑
寿
郎
。
小
寺
佑
京
も
う
ま
い
ね
。

Ａ
尾
上
菊
見
の
弟
子
の
尾
上
菊
都
世

も
い
い
で
す
よ
。

Ｂ
変
わ
り
種
は
民
謡
の
亀
田
悦
子
。

Ｆ
能
で
は
？
神
戸
能
や
五
流
能
と
か

で
は
り
き
っ
て
ま
す
が
。

Ｃ
家
元
で
長
年
修
業
し
て
い
た
藤
井

徳
三
。

Ｄ
一
番
上
の
お
兄
さ
ん
ね
。
徳
三
、

楽
人
、
完
治
の
藤
井
兄
弟
。

Ａ
か
な
り
層
が
厚
い
分
野
だ
ね
。
下

☆
し
の
ぎ
け
ず
る
美
術
人
の
作
品

鍵
村
亮
三
田
原
祥
一
郎

伊
藤
ル
ミ
小
沢
雅
世
北
野
完

騨蕊篭

蕊
☆
土
壌
ゆ
た
か
な
神
戸
の
詩
人
群

鍵蕊 川
宜
長
、
橘
保
向
、
藤
谷
政
二
、
笠
田

稔
と
頑
張
っ
て
ま
す
。

Ｂ
狂
言
の
善
竹
孝
夫
、
光
っ
て
い
ま

す
よ
。

Ｄ
演
劇
で
は
劇
団
神
戸
の
小
倉
啓

子
、
か
な
り
有
望
で
す
よ
。

Ａ
文
学
は
ど
う
で
す
か
。

Ｅ
小
説
は
今
新
旧
交
代
の
時
で
、
そ

れ
が
ま
だ
生
産
的
な
形
に
表
わ
れ
て
な

い
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と
停
滞
気
味
か
な

っ
て
い
う
と
こ
ろ
。

Ｄ
去
年
の
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
の
秋
吉

好
。
神
戸
っ
子
に
連
載
中
の
「
心
象
風

景
」
面
白
い
ね
。

Ａ
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
」
の
福
元
早
夫

プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
を
取
っ
た
人
だ
け
ど

そ
ろ
そ
ろ
中
央
の
雑
誌
に
も
出
て
き
ま
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鱗

蕊

蕊

１
５１
１

近
少
し
と
絶
え
て
ま
す
。
貝
原
六
一
、

中
西
勝
と
い
っ
た
戦
後
の
第
一
線
に
負

け
ま
い
と
ド
ン
と
す
る
人
が
い
な
い
で

す
ね
。

Ａ
そ
れ
に
比
べ
て
造
形
の
河
口
龍
夫

ら
の
「
グ
ル
ー
プ
位
」
は
目
立
っ
た
先

が
け
の
一
つ
で
す
ね
。
そ
の
線
の
若
い

人
で
は
植
松
圭
二
、
榎
忠
な
ん
か
。

Ｃ
榎
忠
は
グ
ル
ー
プ
「
ぜ
ど
の
中

心
メ
ン
バ
ー
で
し
た
ね
。

Ａ
え
え
、
今
は
個
人
で
や
っ
て
ま
す

よ
。
堀
尾
貞
治
、
田
中
董
、
宮
崎
豊
治

も
活
躍
中
。

Ｆ
斉
藤
智
、
小
林
陸
一
郎
、
河
口
龍
夫

は
認
め
ら
れ
て
い
る
し
国
際
的
に
も
、

全
国
的
に
も
活
躍
し
て
い
る
か
ら
中
堅

と
も
い
え
る
け
ど
、
若
い
で
す
。
ど
ん

ど
ん
こ
れ
か
ら
も
の
び
て
い
く
人
で
し

ょ
う
。

Ａ
絵
画
の
具
象
で
は
犬
一
里
徹
、
南
俊

宏
、
上
尾
忠
生
、
長
尾
和
、
抽
象
で
は

行
動
美
術
の
南
和
好
、
藤
田
清
照
、
藤

崎
実
、
光
風
会
の
東
浦
好
洋
が
発
言
力

も
で
て
き
ま
し
た
ね
。

Ｄ
藤
田
清
照
、
南
俊
宏
は
安
井
賞
候

補
展
に
も
出
品
し
ま
し
た
ね
。

Ｃ
そ
う
ね
、
昭
和
賞
展
出
品
と
い
う

石
川
晴
久
、
大
島
幸
子
と
い
っ
た
若
手

も
い
ま
す
。
二
紀
の
浜
松
静
子
も
ユ
ニ

ー
ク
６

Ｆ
彫
刻
な
ん
か
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

Ａ
新
人
と
い
え
る
か
な
、
鹿
間
厚
次

郎
。Ｄ

新
し
い
中
堅
や
ね
。

鍵
篭蕊

蕊 蕊宮
田
隆

花
柳
美
之
太
郎
若
柳
光
三
郎
若
柳
吟
峯
藤
間
》
利
佳
子

花
柳
伊
三
郎
花
柳
小
三
郎
花
柳
伊
三
之
輔

河
崎
寿
美
子
前
島
雅
子
覚
心
浩
嗣
東
仲
一
矩

延
原
武
春
泉
庄
右
衛
門
堀
郁
子
湯
井
一
葉

坂
本
環
松
本
幸
三
朝
比
奈
千
足
北
山
隆

蕊

無。. 出

蝿

舗鴬

田
イ
タ
ル
新
井
満

蕊:蕊鍾

花
柳
芳
圭
二

驚
き
驚
采
蕊
蕊
驚
譲

蒲：

弾

蟹
穂蕊溌一_ 瀞 鋸

：

倉
啓
子
花
柳
五
三
豊
花
柳
五
三
輔

鶏

加
藤
き
よ
子

古典芸能

覇
・
配
盟 蕊

舞台
鰯

蕊議
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瀞

藤
井
楽
人
藤
井
完
治
下
川
宜
長

蕊
息
一
繊
患
農
総

角
肋
鞭
顧
型

品
川
鈴
子

翼
蕊騨灘灘

Ｆ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
界
は
ど
う
で
す
か
。

Ｄ
以
前
、
洋
裁
学
校
の
先
生
が
デ
ザ

イ
ナ
ー
だ
っ
た
時
か
ら
、
企
業
の
専
門

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
活
躍
す
る
時
代
に
な

り
ま
し
た
ね
。
オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
の
池

辺
長
康
、
吉
川
幸
三
、
モ
ー
ド
オ
リ
オ

ン
の
浅
井
貞
子
、
木
下
理
起
雄
、
中
村

一
夫
と
か
ね
。

Ｃ
専
門
店
で
い
い
注
文
を
取
っ
て
実

力
は
も
の
す
ご
く
あ
る
の
に
、
目
立
た

な
い
人
も
多
い
で
す
ね
。
ウ
ィ
ン
ザ
ー

の
辻
村
敏
文
。
小
さ
い
け
ど
独
自
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
い
て
い
る
ア

鶏

１
５２
１

藤
谷
政
二
笠
田
稔
善
竹
孝
夫
小
寺
佑
京

中
島
秋
男
鈴
木
漢
藤
村
荘
直
原
弘
道

藤
間
緑
寿
郎
松
本
尚
蒔
亀
田
悦
子
藤
井
徳
三

和
田
英
子
赤
松
徳
治
山
本
美
代
子
友
岡
子
郷

if蕊小
泉
八
重
子

又字

蕊灘

一
蕊
鍵
驚

下
川
宜
長
橘
保
向

鐸

蕊
Ａ
え
え
、
で
も
長
い
目
で
見
る
と
こ

れ
か
ら
で
し
ょ
う
。
神
戸
市
文
化
奨
励

賞
を
取
っ
た
新
谷
英
子
と
か
ね
。
こ
れ

か
ら
ぐ
っ
と
出
て
く
る
人
で
し
ょ
う
ね

Ｃ
藤
井
清
照
は
画
廊
を
や
っ
て
い
て

画
廊
を
や
め
て
絵
に
専
念
し
始
め
た
人

で
す
ね
。

Ｄ
面
白
い
ね
。
何
か
考
え
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

Ｂ
漫
画
の
丘
あ
っ
し
、
岡
田
淳
も
ユ

ニ
ー
ク
な
分
野
の
新
人
で
す
ね
。

Ａ
建
築
で
は
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
設

計
し
た
安
藤
忠
雄
、
ウ
ネ
、
で
っ
さ
ん

そ
れ
に
津
高
美
術
回
廊
の
武
田
則
明
。

Ｂ
陶
芸
の
永
沢
昇
、
市
野
茂
良
、
織

り
物
の
山
本
和
子
も
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
す
ね
。

☆
脚
光
浴
び
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

定
着

需
鱗
鐸霧

蕊三
宅
武
秋
吉
好
福
元
早
夫

麓

雛
美術 鴬

…

J1蕊蕊r；§
一

顎 鴬
堀
尾
貞
治
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;鱗鍵；

１
５３
１

良

市
野

池
辺
長
康

ト
リ
エ
・
メ
ル
の
浦
野
敏
彦
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
立
派
で
す
。

Ａ
ニ
ッ
ト
の
市
野
木
江
充
子
も
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
作
品
が
多
い
で
す
ね
。
装
苑

の
下
村
和
子
、
実
力
の
あ
る
人
で
す
。

Ｆ
百
貨
店
で
は
？

Ｂ
三
越
の
川
瀬
弘
子
、
大
丸
の
バ
イ

ヤ
ー
立
石
恵
子
、
そ
ご
う
の
樫
本
周
子
。

Ｄ
企
画
で
は
ワ
ー
ル
ド
の
藤
井
と
し

子
、
吉
田
橿
、
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
の
金
子
正
男
。

Ａ
金
子
さ
ん
は
神
戸
賞
を
二
度
取
っ

た
人
で
す
ね
。

Ｄ
え
え
、
と
て
も
熱
心
な
人
で
す
よ

Ｆ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
で
は
？

Ｂ
福
富
先
生
の
お
嬢
さ
ん
の
井
上
喬

子
、
ド
レ
メ
で
教
え
て
い
る
人
で
す
ね
。

Ｅ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
松
浦
房
子

は
、
大
丸
と
フ
リ
ー
の
立
場
で
。
ア
ド

ヴ
ァ
タ
イ
ズ
は
リ
ザ
の
中
田
幸
子
。

Ｆ
靴
業
界
は
？
神
戸
は
ケ
ミ
カ
ル
の

中
心
地
で
す
け
ど
。

Ｂ
大
橋
克
雄
、
山
元
伸
一
、
栗
原
俊

二
、
内
藤
義
秋
、
岩
木
一
吉
と
い
っ
た

Ｋ
Ｆ
Ｃ
（
ケ
ミ
カ
ル
）
の
人
た
ち
。

Ｅ
そ
う
い
う
協
会
も
あ
る
ん
で
す
か

Ｄ
紳
士
服
で
は
「
神
戸
ジ
ュ
ニ
ア
テ

ー
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー
が
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
紳
士
服
業
界
の
二
代

目
の
若
手
の
人
た
ち
の
会
で
す
ね
。

Ａ
ケ
ン
ト
の
田
中
謙
司
、
渡
辺
洋
服

店
の
富
沢
正
仁
、
財
田
洋
服
店
の
財
田

勝
功
な
ど
そ
う
で
す
。
別
に
企
画
で
は

柴
田
音
吉
洋
服
店
の
柴
田
啓
嗣
。

Ｆ
子
供
服
は
ど
う
で
す
か
。

警
Ｊ
Ｊ
蕊

安
藤
忠
雄

鐘；吉
田 山

本
和
子

大
島
幸
子

上
尾
忠
生

丘
あ
つ
し
犬
養
徹
南
俊
宏
長
尾
和

_割

鐸箪篭繕 林
陸
一
郎
植
松
窒
二
榎
忠
岡
田
淳

》
＃

栂

鍵
溌
波鯉（

:汰こ

霧
繍鴬 昇

藤
井
と
し
子

藤
崎

東
浦
好
洋

藤
田
清
照

宮
崎
豊
治
斉
藤
智
河
口
龍
夫

鱗《鐸
哨二､，

石
川
晴
久 蕊

岨
鵜 鰯

轄
騨
挽
仲
暮
期
強
哩
塀

』

蕊

畠

…
謡
贈
騨

瞳吉
川
圭

武
田
則
明

一
氷
沢霞

ファッション
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議蕊

Ａ

蕊
霞
頒
岡
崎
晴
彦
志
水
満
子
篠
原
順
子
竹
中
紀
子

１
５４
１

Ａ
神
戸
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
と
っ
て
も

レ
ベ
ル
が
高
い
で
す
よ
。

Ｂ
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
神
戸
が
日
本

の
発
祥
地
に
な
っ
て
る
ス
ポ
ー
ツ
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

Ｃ
ど
ん
な
人
た
ち
が
い
ま
す
か
。

蕊
Ｂ
キ
ム
ラ
タ
ン
の
竹
中
紀
子
。
「
神

戸
っ
子
」
で
多
才
振
り
を
発
揮
し
て
い

る
篠
原
順
子
。
フ
リ
ー
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
ね
。
カ
ネ
ボ
ウ
の
大
賞
を
う
け
た

り
し
て
す
ご
い
。

Ｄ
老
舗
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
岡
崎
晴
彦
、

志
水
満
子
も
よ
く
や
っ
て
い
る
。
オ
ー

ト
ク
チ
ュ
ー
ル
で
は
ヱ
ス
タ
ニ
ュ
ー
ト

ン
の
畑
田
浩
作
。

Ａ
真
珠
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ん
か
も
神

戸
ら
し
い
ね
。

Ｂ
田
崎
真
珠
の
平
岡
茎
子
、
大
月
真

珠
の
土
井
満
代
、
金
子
真
珠
の
寺
尾
匡

子
な
ん
か
だ
ね
。

Ｅ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
っ
て
の
も

あ
り
ま
す
よ
。
藤
原
保
之
。
モ
デ
ル
じ

ゃ
下
野
由
美
子
。

Ｄ
い
い
モ
デ
ル
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら

ア
レ
ッ
ク
ス
の
へ
ア
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

ア
レ
ッ
ク
ス
楊
。

Ｆ
あ
の
人
は
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
デ
ザ
イ

ナ
ー
っ
て
感
じ
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
に

留
学
し
て
い
た
の
か
な
。

Ｄ
そ
う
ね
。
カ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
と

わ
か
る
け
ど
。
男
性
方
も
い
ら
し
た
ら

ど
う
で
す
か
、
一
度
（
笑
）
。

蕊！

瀬
弘
子

鰯

鴬内
藤
義
秋
平
岡
茎
子
寺
尾
匡
子
土
井
満
代

市
野
木
江
充
子
立
石
恵
子
松
浦
房
子

浅
井
貞
子
中
村
一
夫
木
下
理
起
雄
金
子
正
利
男

樫
本
周
子
宮
沢
正
仁
柴
田
啓
嗣
田
中
謙
司

辻
村
敏
文
下
村
和
子
畑
田
浩
作
浦
野
敏
彦

岩
木
一
吉
大
柄
克
惟
山
元
伸

熱蕊M：

I唱韓

鱗
典蝿

燕
●
弗
凹
閤
呼
罰
語
蕊
掛
盟
酎
囲
別
刷
踊
唖

蕊
盟

…
，
繍

調
陣
翻
可
別
品

栗
原
俊
二

蟻

☆
さ
す
が
に
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
地
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スポーツ

鍵# 鍵鍵

安
井
敏
明

謬
鍵熟

蕊

１
５５
１

スポーツ

０

霧松本正志
登
記
欣
也

藤
原
保
之

井
上
喬
子
中
田
幸
子

中
西
伊
知
郎
吉
田
昇
生

喜
多
秀
喜
尾
県
貢

池
本
裕
子
横
谷
良
子

津
高
誠

Ｐ
沖
坪
悪
韻
珪
辱

蝋§
鐸
箪
§

田騨d喝

隣
、

霧

尋

雫

ア
レ
ッ
ク
ス
場
下
野
由
美
子

Ａ
飛
び
込
み
の
松
蔭
。
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
五
輪
の
角
丸
房
子
、
そ
し
て
そ
の

後
輩
で
横
谷
良
子
。
や
は
り
指
導
の
馬

淵
か
の
子
さ
ん
の
功
績
が
大
き
い
で
す

ね
。Ｂ

学
生
で
は
テ
ニ
ス
で
い
い
の
が
い

ま
す
ね
。
タ
イ
ト
ル
を
一
人
じ
め
し
た

甲
南
大
学
の
中
西
伊
知
郎
。
同
じ
く
甲

南
大
学
の
吉
田
昇
生
。
女
子
で
は
園
田

の
中
川
清
美
、
松
木
直
子
。
夙
川
高
の
池

本
裕
子
。
こ
の
あ
た
り
が
有
望
で
す
ね
。

Ｃ
夏
の
甲
子
園
で
優
勝
し
た
東
洋
大

姫
路
の
ヒ
ー
ロ
ー
松
本
正
志
、
い
い
投

手
で
す
よ
。
プ
ロ
入
り
し
て
も
通
用
す

る
と
思
い
ま
す
よ
。

Ｄ
プ
ロ
野
球
の
な
か
か
ら
は
？

Ｂ
阪
急
の
山
口
高
志
と
阪
神
の
掛
布

雅
之
。
実
力
も
あ
る
し
、
何
と
い
っ
て

も
地
元
の
人
気
抜
群
で
す
ね
。
実
力
の

世
界
だ
と
い
っ
て
も
や
は
り
プ
ロ
は
人

気
が
必
要
で
し
ょ
う
ね
。

Ａ
そ
ん
な
意
味
で
は
こ
の
二
人
は
地

元
の
プ
ロ
野
球
熱
を
盛
ん
に
す
る
貢
献

度
が
高
い
で
す
ね
。
特
に
山
口
は
神
戸

の
育
ち
で
す
し
ね
。

Ｃ
神
戸
の
野
球
界
に
は
今
年
も
う
ひ

と
つ
都
市
対
抗
優
勝
の
神
戸
製
鋼
が
あ

り
ま
す
ね
。

Ａ
あ
の
チ
ー
ム
で
は
投
手
の
登
記
欣

也
。
そ
れ
に
三
菱
神
戸
か
ら
参
加
し
た

投
手
の
増
岡
義
教
と
遊
撃
手
の
川
辺
邦

好
。Ｂ

そ
う
で
す
ね
。
な
か
な
か
い
い
セ

ン
ス
を
も
っ
て
ま
す
ね
。
都
市
対
抗
野

蝿
中
川
清
美
松
島
久
子

山
口
高
志
掛
布
雅
之

灘蕊鶴蕊

岡
田
茂
義
田
中
義
規

埴
．
亀
齢
判
呼

瀧

蕊Ｉ

癖

霞
増
岡
義
教

合
田
浩
二
榎
本
隆
夫

角
丸
房
子
大
山
文
雄

慧
鍵
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蕊 速
水
順
一
郎
増
原
純
子
宮
林
茂
晴

鱗

瀞

＝

蕊

5６

蕊

蕊霧
|鱗

ｉ
駕
鍵

金
田
弘
恵
田
中
純
子
田
中
英
雄

春
本
幸
子
橋
本
明
小
畑
延
子
米
沢
晋
子

黒
田
大
治
郎
片
岡
実
浮
田
伸
堤
修

東
中
弘
吉
西
正
興
鳥
越
哲
高
田
裕
士

和
田
恋
昌
奥
秀
雄
浅
木
幸
雄
稲
岡
必
三

三
木
重
昭
五
代
友
和
塩
田
邦
博
寺
本
郡 瞳

匪
へ

蕊
農

錘f蕊雪
球
っ
て
の
は
見
て
て
気
持
ち
が
い
い
で

す
ね
。

Ｄ
神
戸
製
鋼
は
野
球
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
す
ね
。

Ａ
陸
上
の
喜
多
秀
喜
、
モ
ス
ク
ワ
五

輪
の
有
力
候
補
で
す
ね
。

Ｂ
ラ
グ
ビ
ー
も
強
い
で
す
よ
ね
。

Ａ
全
日
本
チ
ー
ム
に
も
参
加
し
て
い

る
選
手
が
い
ま
す
ね
。
そ
の
あ
た
り
は

や
は
り
い
い
選
手
と
い
え
ま
す
よ
ね
。

Ｃ
安
井
敏
明
、
津
高
誠
一
、
大
山
文

雄
と
い
う
と
こ
ろ
が
い
け
ま
す
ね
。

Ｄ
田
中
義
規
が
神
戸
製
鋼
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
す
。
彼
も
や
は
り
全
日
本
チ

ー
ム
に
参
加
し
て
る
い
い
選
手
で
す
。

Ａ
報
徳
学
園
に
相
撲
の
高
校
横
綱
が

い
る
。
岡
田
茂
義
。
彼
は
兵
庫
区
に
住

ん
で
る
ん
で
す
よ
ね
。

Ｂ
高
校
生
で
は
関
学
に
五
○
○
○
メ

ー
ト
ル
の
合
田
浩
二
、
そ
し
て
小
野
高

校
に
障
害
の
尾
県
貢
、
八
○
○
メ
ー
ト

ル
の
榎
本
隆
夫
、
い
ず
れ
も
い
い
記
録

を
も
っ
て
い
ま
す
。

☆
地
道
だ
が
し
っ
か
り
根
を
は
る

福
祉
の
人
々

Ｃ
社
会
と
い
う
か
、
福
祉
関
係
に
も

頑
張
っ
て
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
で
し

ょ
う
ね
。

Ａ
福
祉
関
係
は
比
較
的
表
面
に
出
な

い
仕
事
だ
か
ら
あ
ま
り
め
だ
ち
ま
せ
ん

ね
。Ｂ

立
派
だ
と
思
う
の
は
家
庭
養
護
促

進
協
会
で
す
ね
。
事
務
局
長
の
橋
本
明

且仲

蕊 蕊

■
押
恥
や
勺

・
鵠
唖 蟻

社会･ 福祉

経済･ 商業
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英
文

蕊

玉
井
新
吉

5７
１

西
宮
章
泰 農

蕊
蕊
霊

湘
爵
鰯
寧
紳
鮪

阿
部
清
治

橋
本

小
本
洋
一
郎

川
西
章

井
植
貞
雄
小
林
博
司
上
島
達

畑
崎
広
敏
細
川
数
夫
加
藤
隆
久
伊
藤

宮
田
喜

蕊

豊

夫
南
豊
太
郎
河
野
忠
博
白
川
寛

Ｆ

鴇

研

織 灘 篭§

写

鱈
識解‘

川
飛
毅
晋

下
村
光
治

島
田
文
六

乾

謹
無
Ｉ
電

蕊
遮
辺
干
城

を
は
じ
め
小
畑
延
子
、
米
沢
晋
子
、
み

ん
な
よ
く
や
っ
て
ま
す
ね
。

Ｃ
里
親
関
係
の
た
い
へ
ん
な
仕
事
で

す
ね
。

Ｄ
子
ど
も
関
係
で
は
、
兵
庫
県
子
ど

も
会
連
絡
協
議
会
主
事
の
速
水
順
一
郎

や
「
神
戸
少
年
の
町
」
の
児
童
指
導
員

の
堤
修
、
心
身
障
害
児
福
祉
協
会
事
務

局
長
の
片
岡
実
。
み
ん
な
よ
く
や
っ
て

ま
す
ね
。

Ｅ
市
民
病
院
の
医
療
社
会
事
業
部
に

い
る
金
田
弘
恵
や
兵
庫
県
ス
モ
ン
の
会

会
長
春
本
幸
子
、
こ
の
あ
た
り
も
本
当

に
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
ま
す
よ
。

Ａ
み
ん
な
地
道
に
コ
ッ
コ
ッ
や
っ
て

ま
す
ね
。

Ｂ
他
に
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
附
属
中
央
病
院
の
増
原
純
子
は

日
本
で
は
数
少
な
い
言
語
療
法
士
と
し

て
情
熱
を
傾
け
て
ま
す
ね
。

Ｃ
そ
れ
か
ら
兵
庫
県
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
生
活
科
学
課
の
黒
田
大
治
郎
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
心
的
な
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
兵
庫
ビ
ュ
ー
ロ
ー
事
務
局
長
浮

田
伸
な
ど
も
い
ま
す
よ
。

Ｄ
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
ね
、
教
会

の
中
に
保
育
園
を
つ
く
っ
て
障
害
児
も

収
容
で
き
る
よ
う
奮
闘
中
の
夫
妻
が
い

る
ん
で
す
。
神
戸
愛
隣
教
会
牧
師
の
田

中
英
雄
と
ち
び
く
ろ
保
育
園
園
長
の
田

中
純
子
の
一
一
人
で
す
。

Ｂ
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
青
少
年
指
導
に

献
身
し
て
き
た
宮
林
茂
晴
、
こ
の
人
な

鴬

出
勤

木
下
章
夫

島
田
光
夫

司
岡
崎
藤
雄

池
田
長
雄
熊
田
惟
夫

篭ｒ~ ‐Ｔも竃

瀧
川
博
司

回
揮
罫
葬
鐸
韓
悪
零
丁

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



興
産
の
和
田
憲
昌
、
印
刷
と
紙
器
た
か

た
の
高
田
裕
士
、
塩
田
商
会
の
塩
田
邦

博
、
伊
藤
ハ
ム
の
伊
藤
研
一
、
北
野
ク

ラ
ブ
の
浅
木
幸
雄
。

Ｂ
な
る
ほ
ど
ね
、
い
い
で
す
ね
。
ち

ょ
っ
と
変
っ
た
と
こ
ろ
で
弁
護
士
の
阿

部
清
治
。

Ｃ
彼
は
Ｊ
Ｃ
で
よ
く
世
話
も
し
て
く

れ
て
る
し
ね
。

Ｄ
Ｊ
Ｃ
と
い
え
ば
上
島
加
誹
本
社
の

上
島
達
司
、
小
林
桂
の
小
林
博
司
、
宮

田
組
の
宮
田
喜
夫
、
淡
路
屋
の
寺
本
混

神
戸
眼
鏡
院
の
鳥
越
哲
、
神
戸
マ
リ
ン

ベ
ア
リ
ン
グ
の
三
木
重
昭
、
そ
れ
ぞ
れ

に
Ｊ
Ｃ
と
し
て
活
躍
し
て
ま
す
ね
。

Ｅ
そ
れ
に
ね
、
Ｊ
Ｃ
の
全
国
大
会
が

神
戸
で
開
か
れ
ま
す
で
し
よ
。
そ
の
実

行
委
員
長
の
塩
屋
土
地
の
井
植
貞
雄
、

張
り
切
っ
て
ま
す
よ
。

Ｃ
そ
う
で
す
ね
、
神
戸
の
街
に
対
し

て
建
設
的
に
動
い
て
ま
す
よ
ね
。

Ｄ
全
国
的
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
の

が
ワ
ー
ル
ド
や
ジ
ャ
ヴ
ァ
。

Ｂ
そ
う
で
す
ね
。
ワ
ー
ル
ド
の
畑
崎

広
敏
や
ジ
ャ
ヴ
ァ
の
細
川
数
夫
は
、
さ

ら
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

Ｃ
キ
ッ
カ
ー
ズ
で
有
名
な
カ
ワ
ノ
の

河
野
忠
博
、
渡
辺
洋
服
店
の
渡
辺
干
城

こ
の
人
た
ち
も
神
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

界
で
重
要
で
し
ょ
う
。

Ｃ
そ
の
点
で
は
業
種
は
ち
が
う
け
れ

ど
お
菓
子
の
コ
ト
ブ
キ
の
白
川
寛
、
フ

ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ
ス
テ
ム
で
の
全
国
展

開
は
見
事
で
す
よ
ね
。

Ａ
洋
菓
子
で
は
ベ
ル
の
東
中
弘
吉
や

ユ
ー
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク
ト
の
西
正
興

も
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
く
や
っ
て
ま
す
。

Ｂ
よ
く
や
っ
て
る
と
い
え
ば
、
生
田

神
社
権
宮
司
の
加
藤
隆
久
、
椎
宮
司
の

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
経
済
界
だ

け
で
な
く
文
化
界
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に

い
い
意
味
で
の
橘
渡
し
的
な
役
割
り
を

果
し
て
ま
す
。

Ｃ
神
戸
の
街
づ
く
り
へ
の
貢
献
度
大

で
す
ね
。

Ａ
商
店
関
係
で
も
数
え
き
れ
な
い
く

ら
い
い
ま
す
よ
。

Ｃ
だ
け
ど
や
は
り
単
に
経
営
だ
け
を

考
え
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
街
づ
く
り
な
ど

積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
る
人
が
い
い

で
す
よ
ね
。

Ｂ
も
ち
ろ
ん
仕
事
は
仕
事
で
し
っ
か

り
や
っ
て
る
人
で
ね
。

Ｄ
元
町
の
風
月
堂
が
新
社
屋
を
建
て

て
地
下
に
ホ
ー
ル
を
作
っ
て
ま
す
ね
、

あ
れ
は
期
待
で
き
ま
す
ね
。
中
心
に
頑

張
っ
て
る
の
が
風
月
堂
の
下
村
光
治
。

Ａ
下
村
が
元
町
だ
と
す
る
と
大
丸
前

で
永
田
良
介
商
店
の
永
田
良
一
郎
た
ち

の
あ
と
を
受
け
ろ
世
代
と
し
て
つ
る
や

衣
裳
店
の
島
田
光
夫
。
と
ん
か
つ
武
蔵

の
川
飛
毅
晋
。
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

編
集
部
ま
だ
ま
だ
こ
の
紙
面
で
は
紹

介
し
き
れ
な
い
新
人
の
皆
さ
ん
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
創
造
力
と
実
行
力
と

持
続
力
を
持
っ
て
神
戸
で
、
世
界
で
、

頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

１
５８
１

ん
か
ほ
ん
と
に
貢
献
者
で
す
ね
。
現
在

は
頚
栄
短
大
の
学
生
課
長
で
す
。

☆
地
元
へ
の
貢
献
度
も
評
価

Ａ
経
済
、
商
業
関
係
を
み
て
み
ま
し

ょ
う
か
。

Ｂ
こ
れ
は
む
つ
か
し
い
よ
。

Ａ
と
り
あ
え
ず
年
令
制
限
し
ま
し
ょ

う
か
。

Ｃ
す
る
と
四
十
五
才
以
下
で
き
っ
て

し
ま
い
ま
す
ね
。

Ｂ
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
と
仕
事
の
業

績
は
も
ち
ろ
ん
で
す
け
ど
、
や
は
り
神

戸
の
街
づ
く
り
に
積
極
的
な
人
が
い
い

で
す
よ
ね
。

Ｂ
う
－
ん
。
と
も
か
く
手
許
に
あ
る

名
簿
か
ら
ひ
ろ
っ
て
い
き
ま
す
と
マ
ッ

ダ
オ
ー
ト
兵
庫
の
橋
本
一
豊
、
神
戸
船

渠
工
業
の
玉
井
新
吉
、
兵
庫
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
瀧
川
博
司
、
島
文
工
業
の
島
田

文
六
、
東
亜
外
業
の
小
本
洋
一
郎
、
ミ

ワ
ポ
シ
の
池
田
長
雄
、
健
乳
舎
牧
場
の

奥
秀
雄
、
カ
ネ
ボ
ウ
ベ
ル
エ
イ
シ
ー
の

稲
岡
必
三
…
…
ま
だ
ま
だ
い
ま
す
よ
。

Ｃ
今
の
は
昭
和
十
年
ま
で
の
生
ま
れ

で
す
ね
。
こ
の
あ
た
り
は
企
業
と
し
て

も
し
っ
か
り
し
て
ま
す
よ
ね
。

Ｄ
そ
う
で
す
ね
、
年
代
的
に
も
う
少

し
若
い
世
代
と
な
る
と
、
熊
田
工
務
店

の
熊
田
惟
夫
、
乾
汽
船
の
乾
英
文
、
川

西
倉
庫
の
川
西
章
二
、
内
外
ゴ
ム
の
岡

崎
藤
雄
、
摩
耶
商
事
の
五
代
友
和
、
東

神
社
の
南
豊
太
郎
、
木
下
真
珠
の
木
下

章
夫
、
大
工
建
設
の
西
宮
章
泰
、
和
田

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



5９

やまと髪に秘められた
晴れの日の慶び
壷鋼Q醍選､ q＆上企, . , 』

蕊美容室エリザベス
本店二宮; 神社北東具上
芦屋支店芦城ｉｆ阪神声
お賃衣裳割$

ビル２ＦＴＥＬ_ ３３１－８８９１．４９１７
瞳駅11 1側．' ､Ｅ1 . . 0 7 9 7‐２２４０６７

花嫁衣裳サロン 束廉初代遠藤波ｉＩｋｆ蓮1 r [ 流
ｋ田尾芙久子の店

本店美容室エリザベスのl ：
専属紘幡式場生咽神社公i M i 僻オリー.ンｸルホ

ＴＥＬ３３１３２５８
テル･阪急六1 1 1山ﾎ ﾃ ﾙ ･邸州間他

ＭＡＫＥＵＰＷＩＴＨＲＯＹＡＬ

ナウで魅力ある
メガネを創る

⑨神戸眼鏡院
元町店・元町３丁目盆( 3 2 1 ) 1 2 1 2 代表
三宮店・さんちかタウン壷( 3 9 1 ) 1 8 7 4 ～５

元町店は毎水暇日がお休みです
三宮店は第２，３水曜日がお休みです。

ただし1 2 月は定休日を変更することがあります。

．

で
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命
副
麗
・
プ
レ
シ
デ
ン
ト
・
ラ
ィ
ン
ズ
／、

、
ド
ッ
ド
ゥ
ェ
ル
ェ
ン
ド
コ
ン
パ
ニ
ー
〉

／
リ
ミ
テ
ッ
ド
神
一
偏
支
店
長

ハ
エ
パ
レ
ッ
ト
汽
船
株
式
会
社
神
戸
支
店
長
Ｖ

鍵＃

１
６０
１

５句も週&〔

田
辺

長
尾

八
木 国

際
港

☆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

世
界
に
…
。

国
際
文
化
都
市
神
戸
を

穂神
戸
市
は
現
在
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て

お
り
、
行
政
・
経
済
界
・
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
し
て
い
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
今
後
百
年
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
ー
海
上
都
市
の
動
向
い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
れ
と
対
応
す
る
形
で
既
成
市
街
地
の
整
備
も
急
を
要

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
国
際
文
化
都
市
神
戸
を
考
え
る
」
で
は

国
際
文
化
都
市
と
し
て
神
戸
は
い
か
に
、
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
文
化
、
経
済
、
行
政
各
界
の
方
々
に
よ
り
各
論
の
よ
り
つ

つ
込
ん
だ
問
題
提
起
と
分
析
を
行
い
、
国
際
文
化
都
市
へ
の

実
践
的
な
指
針
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
外
国
船
舶
代
理
店
の
支
店
長
に
お
集
り
い
た
だ
き

日
頃
の
業
務
を
通
し
て
神
戸
の
現
状
を
ど
う
考
え
、
今
後
、

国
際
港
都
と
し
て
何
が
必
要
か
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

利勝
明晃典

考
え
る

博
ハ
マ
ー
ス
ク
ラ
ィ
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
神
戸
支
店
長
ｖ

保
ハ
ネ
ド
“
イ
ド
株
式
会
社
神
戸
支
店
長
ｖ

戸
の
魅
力
を

長
尾
神
戸
は
段
々
と
他
の
町
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
ま

す
ね
。
新
し
い
人
口
の
流
入
に
よ
っ
て
か
っ
て
の
神
戸
ら
し
さ
、

国
際
都
市
と
し
て
の
神
戸
の
よ
さ
が
薄
れ
て
来
ま
し
た
ね
。
昔
の

神
戸
は
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
い
う
郷
愁
だ
け
で
終
っ
て
し
ま
う
時
代

が
来
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
た
だ
、
神
戸
の
町
は
外
人
が
歩
い
て

い
て
も
ス
ッ
カ
リ
町
に
と
け
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
神
戸
は
国

際
的
な
感
じ
が
強
い
で
す
ね
。

八
木
確
か
に
神
戸
の
よ
さ
は
、
外
人
と
日
本
人
が
う
ま
く
と
け

合
っ
て
い
る
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。
外
人
も
神
戸

へ
来
る
と
自
分
の
ホ
ー
ム
ポ
ー
ト
へ
帰
っ
た
よ
う
な
感
じ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
よ
。
神
戸
へ
着
け
ば
セ
ン
タ
ー
街
や
元
町
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
ま
す
よ
。

先
ご
ろ
、
十
四
、
五
年
前
神
戸
に
住
ん
で
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
が

〜
１

騨欝
§蕊

⑳

'1１
武
田

杉
村

☆
成
果
の
上
っ
た
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

罰
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１
６１
」

の
も
の
の
雰
囲
気
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
人
が
非
常
に
親
切
で
あ

る
。
服
装
、
環
境
、
す
べ
て
が
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
最
近
は
町
が

き
れ
い
に
な
っ
て
来
て
外
人
が
見
て
も
恥
し
く
な
い
。
グ
リ
ー
ン

も
多
く
な
っ
て
来
た
。
こ
こ
十
年
、
十
五
年
の
間
で
神
戸
の
町
は

非
常
に
き
れ
い
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
治
安
も
い
い
。

誰
で
も
そ
の
国
へ
行
け
ば
そ
の
国
の
特
徴
あ
る
食
事
を
し
た
い

も
の
で
す
が
、
神
戸
で
は
そ
う
い
う
も
の
が
ち
ょ
っ
と
薄
れ
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
に
し
て

も
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
も
の
が
出
る
。
神
戸
ス
テ
ー
キ

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
良
質
で
神
戸
独
特
の
方
法
で
料
理
し

て
美
味
し
く
食
べ
さ
せ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
し
る
喫
茶
店
に
し
る

そ
う
い
う
神
戸
独
特
の
も
の
が
必
要
で
す
ね
。

た
だ
神
戸
で
長
く
逗
留
す
る
外
人
は
少
な
い
で
す
ね
。
旅
行
で

神
戸
へ
来
て
、
じ
ゃ
、
何
を
見
に
行
こ
う
か
と
い
う
と
何
も
な
い

で
す
ね
。
六
甲
や
須
磨
も
き
れ
い
に
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
へ
何
か
施
設
が
欲
し
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
古
く
て
珍

ら
し
い
も
の
は
京
都
や
奈
良
に
も
あ
る
。
や
は
り
神
戸
は
神
戸
ら

し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
行
く
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

横
浜
と
比
べ
て
み
て
も
神
戸
は
小
さ
く
て
ま
と
ま
っ
て
い
て
セ

ン
ス
が
あ
っ
て
住
み
や
す
い
。
だ
け
ど
、
一
日
、
二
日
は
い
い
け

れ
ど
一
週
間
や
十
日
滞
在
し
よ
う
と
す
る
と
何
も
な
い
。
客
船
が

入
っ
た
と
き
お
客
に
宣
伝
し
よ
う
と
し
て
も
宣
伝
す
る
材
料
が
な

い
わ
け
で
す
よ
。
神
戸
を
通
過
し
て
京
都
や
奈
良
へ
行
く
。

長
尾
神
戸
は
山
が
あ
り
ま
す
か
ら
一
見
緑
が
多
い
よ
う
で
す
が

町
を
歩
い
て
み
る
と
森
一
つ
な
い
。
国
際
的
に
神
戸
が
も
っ
と
い

い
町
に
な
る
に
は
海
と
山
を
利
用
し
て
さ
ら
に
町
の
中
の
あ
ち
こ

ち
に
公
園
が
必
要
で
す
ね
。

八
木
横
浜
の
山
下
公
園
の
雰
囲
気
を
神
戸
は
何
ら
か
の
形
で
も

っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
神
戸
市
民
は
船
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な

い
。
海
に
も
無
関
心
だ
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
海
の
見
え
る
公
園

が
な
い
こ
と
も
あ
る
程
度
関
係
す
る
と
思
い
ま
す
ね
。
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
に
三
つ
公
園
が
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
海

と
市
民
と
の
接
触
が
う
ま
く
出
来
る
と
思
い
ま
す
ね
。

田
辺
神
戸
で
は
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
人
が
海
と
関
わ
っ
て

訪
ね
て
来
ま
し
て
、
六
甲
や
摩
耶
を
案
内
し
た
の
で
す
が
、
昔
の

記
憶
が
あ
る
の
で
と
て
も
懐
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意

味
で
一
度
来
た
ら
印
象
に
残
る
町
な
ん
で
す
ね
、
神
戸
は
。

武
田
な
ぜ
神
戸
に
外
人
が
多
く
住
ん
で
い
る
か
と
い
う
と
、
神

戸
が
外
人
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
背
景
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
す

ね
。
大
阪
に
事
務
所
を
も
っ
て
い
る
外
人
で
も
殆
ん
ど
北
野
町
を

中
心
に
住
ん
で
い
る
。
風
土
が
彼
ら
に
合
っ
て
い
る
。

入
港
し
て
来
た
船
長
に
神
戸
は
ど
う
だ
と
聞
い
た
ら
、
ス
モ
ー

ル
香
港
だ
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
港
の
方
か
ら
見
る
と
香
港
を
小

さ
く
し
た
感
じ
が
す
る
。
違
う
と
こ
ろ
は
一
一
つ
あ
る
。
一
つ
は
山
の

頂
上
ま
で
高
層
ビ
ル
が
な
い
。
も
う
一
つ
は
物
価
が
高
い
。
（
笑
）

し
か
し
、
神
戸
は
素
晴
し
い
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

町
を
歩
い
て
い
て
も
小
さ
な
店
で
ア
カ
抜
け
が
し
て
ス
マ
ー
ト

な
店
が
多
い
。
こ
れ
は
他
の
都
市
と
違
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
。
東
京
の
人
た
ち
か
ら
も
よ
く
聞
き
ま
す
ね
。

杉
村
私
は
船
長
に
限
ら
ず
外
人
が
来
ま
す
と
、
特
に
希
望
が
な

け
れ
ば
和
食
の
特
徴
の
あ
る
店
へ
食
べ
に
行
く
わ
け
で
す
。
お
好

み
焼
き
屋
へ
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
タ
コ
焼
き
を
買
っ
て

帰
っ
た
チ
ー
フ
オ
フ
ィ
サ
ー
も
い
ま
し
た
し
、
寿
司
を
神
戸
で
覚

え
た
人
も
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
店
へ
つ
れ
て
行
く
と
非
常
に
喜

ぶ
。
そ
う
い
う
点
、
横
浜
に
比
べ
て
神
戸
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
ね
。

そ
れ
と
最
近
は
町
が
大
変
き
れ
い
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
ま
す

ね
。
市
当
局
が
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
展
開
し
あ
ち
こ
ち
き
れ
い
に
な

っ
て
来
て
い
る
の
は
嬉
ば
し
い
で
す
が
、
そ
の
ア
ッ
プ
キ
ー
プ
が

問
題
で
す
ね
。
芝
生
を
つ
く
っ
て
も
雑
草
が
生
え
て
い
る
。
小
さ

乳

な
潅
木
を
植
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
煙
草
の
吸
い
殻
や
紙
屑

が
落
ち
て
い
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
外
人
に
と
っ
て
も
不
満
が

あ
る
よ
う
で
す
ね
。

田
辺
外
人
の
体
質
が
神
戸
の
雰
囲
気
に
合
っ
て
い
る
の
じ
や
な

い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
船
の
連
中
が
神
戸
に
来
る
と
「
ア
イ
・
ケ

イ
ム
・
バ
ッ
ク
」
と
い
う
。
こ
こ
へ
帰
っ
て
来
た
と
い
う
ん
で
す

ね
。
帰
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
は
神
戸
に
そ
れ
だ
け
郷
愁
が
あ
る

わ
け
で
す
。
そ
の
郷
愁
は
何
か
と
考
え
て
み
る
と
、
や
は
り
町
そ
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田辺勝典さん晃さん

武
田
道
路
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
神
戸
は
港
湾
設
備
は
ど
ん
ど

ん
り
っ
ぱ
な
も
の
を
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
つ
く
っ
て
来
て
い
ま

す
ね
。
荷
物
の
流
れ
に
つ
な
が
る
道
路
が
一
番
大
事
で
す
が
、
そ

の
点
、
横
浜
と
比
べ
て
若
干
い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。
横
浜
は

町
の
ド
真
中
を
コ
ン
テ
ナ
が
走
っ
て
い
る
。
神
戸
は
国
道
二
号
線

と
国
道
妃
号
線
、
明
神
高
速
に
よ
っ
て
経
済
圏
と
港
湾
施
設
と
を

つ
な
ぐ
道
路
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
港
の
設
備
と
こ
れ
に
つ
な
が
る

☆
外
人
に
と
っ
て
必
要
な
横
文
字
が
な
い

生
活
を
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
海
と
関
わ
れ
る
憩
い
の
場
所
が

も
っ
と
あ
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。

八
木
海
岸
に
面
し
て
船
を
見
、
海
の
青
さ
の
眺
め
ら
れ
る
公
園

が
欲
し
い
で
す
ね
。

長
尾
高
速
道
路
は
騒
音
防
止
の
た
め
囲
い
を
高
く
し
て
い
る
の

で
せ
っ
か
く
神
戸
の
町
に
入
っ
て
来
て
も
海
や
港
が
見
え
な
く
て

通
加
し
て
し
ま
う
。

’
6２

長尾

経
済
圏
の
物
流
の
道
路
が
一
番
大
事
で
す
が
、
そ
の
点
、
神
戸
は

恵
ま
れ
て
い
る
し
市
当
局
も
努
力
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

田
辺
産
業
道
路
に
つ
い
て
は
完
備
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
一
般

道
路
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
整
備
し
美
化
す
る
と
神
戸
ら
し
い
町

づ
く
り
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
ね
。
道
路
は
大
切
で
す
。

杉
村
か
っ
て
は
塩
屋
地
区
に
外
人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
た
の

で
す
が
序
々
に
動
い
て
今
は
む
し
ろ
芦
屋
、
岡
本
に
多
い
で
す
ね
。

そ
の
理
由
は
道
路
で
す
よ
。
垂
水
か
ら
明
舞
に
か
け
て
は
大
変
開

け
た
け
れ
ど
、
道
路
は
依
然
と
し
て
そ
の
ま
ま
で
、
朝
は
い
つ
も

渋
滞
し
て
い
る
。
時
間
の
予
定
が
立
た
な
い
で
す
ね
。
塩
屋
に
は

ま
だ
い
い
場
所
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
そ
う
い
う
欠
点
が
あ
る
の

で
住
ま
い
に
適
さ
な
い
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
こ
れ
は
日
本
全
般
に
い
え
る
こ
と
な
ん
で
す
が
、
駅

に
も
外
人
に
と
っ
て
分
か
る
説
明
が
欲
し
い
で
す
ね
。
日
本
で
ク

ル
マ
に
乗
っ
て
も
道
路
サ
イ
ン
は
日
本
語
だ
け
で
す
ね
。
ま
だ
神

戸
地
区
は
い
い
ら
し
い
で
す
ね
。
関
東
の
方
が
難
し
い
と
い
っ
て

ま
す
ね
。

こ
の
前
も
私
ど
も
の
関
係
者
で
大
阪
か
ら
京
都
へ
行
き
た
い
と

い
う
の
で
、
国
鉄
で
行
き
な
さ
い
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
も
あ
る
の

で
ク
ル
マ
よ
り
速
い
で
す
よ
と
い
っ
て
や
っ
た
の
で
す
が
、
彼
が

帰
っ
て
来
て
い
う
に
は
、
自
動
販
売
機
で
切
符
を
買
わ
な
い
と
い

け
な
い
の
だ
が
、
料
金
は
出
て
い
る
け
れ
ど
地
名
は
日
本
語
だ
か

ら
分
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
窓
口
で
行
き
先
を
い
え
ば
直
ぐ
買
え
た

か
も
分
ら
な
い
が
、
ど
う
も
幾
人
か
が
コ
イ
ン
を
入
れ
て
い
る
金

額
が
そ
れ
ら
し
い
の
で
、
そ
れ
を
真
似
し
て
切
符
を
買
っ
た
ら
改

札
を
出
る
と
き
何
も
い
わ
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
オ
レ
は
払
い

過
ぎ
た
の
か
も
分
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
う
ま
く
行
っ
た
よ
う

だ
、
と
い
っ
て
ま
し
た
け
れ
ど
ね
。
（
笑
）

そ
れ
と
三
宮
駅
は
も
っ
と
き
れ
い
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

三
宮
が
神
戸
の
代
表
的
な
駅
だ
と
い
う
こ
と
が
外
人
に
は
分
り
に

く
い
。
神
戸
駅
と
間
違
わ
れ
ま
す
ね
。

日
本
に
は
横
文
字
が
氾
濫
し
て
い
る
の
に
必
要
な
横
文
字
が
な

い
わ
け
で
す
よ
。
間
違
っ
た
英
語
が
あ
っ
ち
こ
つ
ち
に
い
っ
ぱ
い

書
か
れ
て
い
る
。
買
物
袋
な
ん
か
に
吹
き
出
す
よ
う
な
英
語
ら
し
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き
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
出
版
物
で
も
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
も
外

国
人
向
け
に
作
る
場
合
は
ち
ょ
っ
と
そ
の
国
の
人
に
見
て
貰
え
ば

大
変
い
い
わ
け
で
す
け
ど
ね
。

長
尾
昨
年
一
年
で
一
○
、
八
四
五
隻
外
航
船
が
神
戸
港
に
入
っ

て
い
ま
す
が
、
日
本
船
は
二
千
七
百
ぐ
ら
い
で
殆
ん
ど
は
外
国
船

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
も
っ
と
外
国
の
船
員
に
神
戸
の
町
を
開
歩
し

て
貰
っ
た
り
、
夜
の
町
を
も
っ
と
楽
し
ん
で
貰
っ
て
も
い
い
の
じ

鍵‘'鴬；

☆
官
民
一
体
と
な
っ
て
国
際
港
都
神
戸
の
ピ
ー
・
ア
ー
ル
を

や
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。
今
は
買
物
は
香
港
で
や
っ
て
、

遊
ぶ
の
も
他
所
で
、
神
戸
で
は
船
の
中
に
い
る
と
い
う
感
じ
に
な

っ
て
来
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
点
、
も
っ
と
神
戸
市
挙
げ
て
外
人
誘

致
策
と
い
い
ま
す
か
、
神
戸
ら
し
さ
を
も
っ
と
打
ち
出
し
て
欲
し

い
で
す
ね
。

田
辺
一
つ
は
市
や
県
の
窓
口
が
ま
ち
ま
ち
な
動
き
を
し
て
い
て

歩
調
が
合
っ
て
い
な
い
。
観
光
の
窓
口
が
一
つ
に
な
っ
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
は
外
人
だ
け
じ
ゃ
な
く
我
々
も
そ
う
思
う

の
で
す
が
、
文
化
施
設
が
な
い
。
音
楽
一
つ
聴
こ
う
と
し
て
も
い

い
有
名
な
も
の
は
大
阪
ま
で
行
か
な
い
と
い
け
な
い
・
美
術
な
ら

京
都
ま
で
行
か
な
い
と
い
け
な
い
。
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
も
建
物
は

出
来
た
け
れ
ど
そ
れ
に
付
随
し
た
催
し
物
が
ま
だ
弱
い
で
す
ね
。

日
本
の
官
公
庁
は
町
の
ピ
ー
・
ア
ー
ル
に
対
し
て
す
ご
く
消
極

的
で
す
ね
。
他
の
国
で
は
官
庁
関
係
が
町
や
施
設
の
ピ
ー
・
ア
ー

ル
を
真
剣
に
や
る
し
親
切
で
す
ね
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
一
時
間
ほ
ど
港
を
案
内
し
て
く
れ
る
。
こ
ん
な
こ
と
日

本
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
も
市
の
港
湾
局

は
ま
っ
た
く
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
の
ピ
ー
・
ア
ー
ル
を
し
ま
す

ね
。
港
の
施
設
そ
の
も
の
は
神
戸
は
世
界
一
で
す
が
、
外
人
が
落

ち
着
い
て
滞
在
し
な
い
の
は
、
や
は
り
何
か
が
足
り
な
い
の
で
し

ょ
う
ね
。
そ
ん
な
、
配
慮
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

八
木
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
の
神
戸
が
売
り
も
の
に
し
て

行
か
な
い
と
い
け
な
い
も
の
で
す
が
、
た
だ
、
古
い
も
の
を
適
当

に
利
用
し
な
い
と
い
け
な
い
。
古
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
新
し
い
も

の
に
変
え
る
の
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
異
人
館
も

残
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

田
辺
兵
庫
な
ど
に
も
歴
史
的
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
は
ず
で

す
よ
。
古
い
そ
う
い
う
も
の
に
も
う
少
し
関
心
を
も
て
ば
も
っ
と

い
い
神
戸
が
出
来
て
く
る
と
思
い
ま
す
ね
。

長
尾
神
戸
ら
し
い
町
の
演
出
が
必
要
で
す
ね
。
百
貨
店
で
も
ま

る
で
市
場
み
た
い
な
客
の
呼
び
込
み
を
や
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

保さん

１
６３
１

武田杉村 博さん 八木利明さん
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い
け
ま
せ
ん
ね
。

長
尾
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
こ
し
ら
え
て
欲
し

い
で
す
ね
。
北
欧
の
船
な
ん
か
全
部
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
も
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
神
戸
市
民
と
試
合
を
や
る
。
ま
た
そ
れ
を
見
に
行

く
。
そ
う
い
う
交
流
も
欲
し
い
で
す
ね
。

田
辺
今
後
の
問
題
と
し
て
一
番
大
切
な
の
は
関
係
官
庁
が
も
う

少
し
民
間
と
一
体
と
な
っ
て
神
戸
港
の
改
善
だ
と
か
を
計
る
機
関

を
設
け
る
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
お
互
い
に
啓
発
し

な
が
ら
改
善
し
て
行
く
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
苦
情
や
意
見
や
希

望
が
の
べ
ら
れ
行
政
に
吸
収
さ
れ
、
採
択
さ
れ
て
行
く
。
そ
れ
も
思

い
つ
き
で
や
る
の
じ
や
な
く
定
期
的
に
や
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

杉
村
最
近
神
戸
市
の
港
湾
局
が
神
戸
を
世
界
に
売
る
と
い
う
ス

ピ
リ
ッ
ト
に
燃
え
て
い
る
の
は
大
変
嬉
ぱ
し
い
こ
と
で
す
が
、
市

民
も
漠
然
と
港
を
意
識
す
る
の
じ
や
な
く
て
、
も
っ
と
身
近
に
港

を
意
識
し
交
流
を
も
ち
な
が
ら
神
戸
を
世
界
的
に
今
以
上
に
愛
さ

れ
る
港
と
し
て
発
展
さ
せ
る
努
力
が
必
要
で
す
ね
。
市
当
局
だ
け

じ
ゃ
な
く
県
や
中
央
の
出
先
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

貰
い
た
い
で
す
ね
。

長
尾
神
戸
に
昔
か
ら
お
ら
れ
る
人
た
ち
の
声
に
も
っ
と
耳
を
傾

け
、
そ
う
い
う
神
戸
を
愛
す
る
人
た
ち
の
願
い
を
都
市
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
高
層
ビ
ル
を
建
て
る
の
も
、
飲
み

屋
街
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
が
、
そ

う
い
う
素
朴
な
声
の
反
映
す
る
町
づ
く
り
が
外
人
を
招
く
魅
力
と

な
る
の
じ
や
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

八
木
港
湾
局
あ
た
り
で
は
輸
出
入
や
船
の
出
入
港
の
統
計
な
ど

と
っ
て
非
常
に
勉
強
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
市
民
に
ま

で
は
全
然
伝
っ
て
い
な
い
。
一
般
の
人
の
そ
う
い
う
こ
と
へ
の
認

識
が
必
要
で
す
ね
。

武
田
神
戸
市
が
国
際
港
都
と
し
て
発
展
す
る
に
は
官
民
一
体
と

な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
「
民
」
の
方
に
い
か

に
し
て
ピ
ー
・
ア
ー
ル
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
官

民
が
本
当
に
一
体
と
な
っ
て
神
戸
を
国
際
港
都
と
し
て
世
界
に
ピ

ー
・
ア
ー
ル
し
て
行
く
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
そ
れ
を
し
な
い
と
将
来

の
発
展
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
て
）
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あ
れ
で
は
落
ち
着
い
て
買
物
が
出
来
な
い
で
す
ね
。

田
辺
我
々
に
は
新
し
い
も
の
を
追
う
と
同
時
に
古
い
も
の
へ
の

郷
愁
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
を
忘
れ
て
先
走
り
ば
か
り

し
て
自
分
の
も
っ
て
る
も
の
さ
え
忘
れ
て
し
ま
う
。

長
尾
子
供
の
頃
か
ら
神
戸
の
市
電
は
他
と
比
べ
て
非
常
に
ス
マ

ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
国
際
都
市
だ
か
ら
な
ん

で
し
ょ
う
ね
。
こ
こ
に
も
外
国
の
影
響
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

八
木
色
が
洗
練
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

杉
村
た
だ
ホ
テ
ル
の
施
設
は
不
十
分
で
す
ね
。

長
尾
い
い
ホ
テ
ル
が
な
い
の
は
神
戸
の
産
業
が
地
盤
沈
下
し
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
イ
ン
ド
の
繊
維
の
商
社
も
全
部
大
阪
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
段
々
と
国
際
性
が
神
戸
か
ら
な
く
な

っ
て
い
る
。

武
田
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
教
育
も
不
十
分
で
す
ね
。

田
辺
終
戦
直
後
は
各
船
会
社
の
ヘ
ッ
ド
ポ
ー
タ
ー
は
神
戸
に
あ

り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
が
東
京
へ
移
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
港
の

性
格
か
ら
い
え
ば
神
戸
に
そ
う
い
う
も
の
が
欲
し
い
し
、
そ
う
す

れ
ば
人
の
往
来
も
増
え
て
来
て
ホ
テ
ル
な
ど
の
施
設
も
出
来
る
で

し
ょ
う
が
、
今
は
神
戸
へ
来
て
も
泊
ま
る
の
は
大
阪
で
す
ね
。

長
尾
国
際
化
と
い
う
こ
と
で
は
神
戸
は
歴
史
的
に
は
素
晴
し
い

背
景
を
も
っ
て
い
る
し
、
環
境
的
に
は
海
と
山
が
素
晴
し
い
し
、

あ
と
は
そ
れ
を
支
え
る
産
業
の
問
題
で
す
ね
。
そ
れ
に
は
も
っ
と

港
を
栄
え
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
外
船
が
ど
ん
ど
ん
出
入

り
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
も
っ
と
神
戸
で
外
人
が
金
を
使
っ

て
く
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

田
辺
ロ
ン
グ
タ
ー
ム
の
考
え
方
と
計
画
が
必
要
で
す
ね
。
あ
わ

て
て
何
か
つ
く
っ
て
も
結
局
金
の
無
駄
使
い
。
そ
う
い
う
無
駄
な

施
設
が
多
い
で
す
よ
。
長
期
的
な
神
戸
の
将
来
構
想
が
必
要
で
す
。

長
尾
し
か
も
神
戸
ら
し
い
情
緒
を
確
り
込
ん
だ
長
く
息
の
続
く

も
の
で
す
ね
。

武
田
一
つ
申
し
あ
げ
た
い
の
は
替
官
に
も
う
ち
ょ
っ
と
英
語
が

分
っ
て
貰
い
た
い
で
す
ね
。
英
語
の
エ
の
字
も
知
ら
な
い
人
が
多

い
。八

木
警
官
だ
け
で
な
く
港
の
関
係
者
は
勉
強
し
て
貰
わ
な
い
と
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